
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】路面から雪と氷を取り除き、雪が取り除かれた

表面上の雪および氷の後の堆積を妨げるために、防氷剤

および（または）凍結防止材で該表面上を処理できる除

雪機械を提供する。 

【解決手段】少なくとも1つの回転可能な部材１６は、

雪が入る前方開口部１２を備えた筐体内からの雪を取り

除去するために筐体内に位置し回転可能に支持される。

除雪機械は、雪が取り除かれたエリア一帯に液体か固体

の防氷剤および(または)凍結防止処理材料を分配するた

めに、筐体に連結された処理材料分配システムを備えた

表面処理応用システムを含む。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 の も の を 有 す る 除 雪 機 械 ：
　 雪 が 除 雪 機 械 に こ れ を 経 由 し て 入 る 前 方 の 開 口 部 を 含 む 筐 体 ; 
　 前 記 筐 体 の 内 部 か ら の 雪 を 掴 み 除 去 す る た め の 、 前 期 筐 体 内 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ
の 回 転 部 材 ; と 、  
　 エ リ ア 一 帯 に 防 氷 お よ び （ ま た は ） 凍 結 防 止 の 処 理 材 料 を 配 す る 筐 体 に 連 結 さ れ た 処 理
材 料 分 配 シ ス テ ム を 含 む 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム 。  
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 処 理 材 料 が 液 体 を 含 む 、 請 求 項 １ の 機 械 。  
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 処 理 材 料 が 粒 状 の 材 料 を 含 む 、 請 求 項 １ の 機 械 。  
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 処 理 材 料 が 予 め 濡 ら さ れ た 粒 状 固 体 を 含 む 、 請 求 項 １ の 機 械 。  
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 1の 機 械 に お い て 、 前 記 処 理 材 料 分 配 シ ス テ ム は 、 通 過 し た 後 の エ リ ア に 処 理 材
料 を 配 す る 前 記 前 部 開 口 部 の 後 ろ の 筐 体 に 位 置 す る 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 5に お い て 、 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム は 、 前 記 処 理 材 料 を 入 れ る 容 器 と 、 そ の エ リ
ア に 処 理 材 料 を 適 用 す る 前 記 筐 体 に 支 持 さ れ た 少 な く と も １ つ の 噴 霧 ノ ズ ル と 、 容 器 か ら
少 な く と も １ つ の 噴 霧 ノ ズ ル に 処 理 材 料 を 配 す る た め に 前 記 容 器 と 前 記 少 な く と も １ つ の
噴 霧 ノ ズ ル の 間 に 伸 び る 導 管 を 含 む 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 6の 機 械 に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の 噴 霧 ノ ズ ル は 、 処 理 材 料 を 配 す る た め の
単 一 の ノ ズ ル を 含 む 。  
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 6の 機 械 に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の ス プ レ ー ノ ズ ル は 、 前 記 筐 体 の 表 面 に 沿
っ て 各 々 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ た 複 数 の 噴 霧 ノ ズ ル を 含 む 。  
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 8の 機 械 に お い て 、 更 に 前 記 筐 体 の 長 手 方 向 に 伸 び る 噴 霧 バ ー を 有 し 、 前 記 噴 霧
バ ー は 前 記 ノ ズ ル を 備 え 、 前 記 筐 体 に 前 記 ノ ズ ル を 支 持 す る 。  
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 容 器 内 の 前 記 処 理 材 料 を 加 熱 す る た め の シ ス テ ム を 更 に 含 む 、 請 求 項 6の 機 械 。  
【 請 求 項 １ １ 】
　 そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 量 を 制 御 す る た め の 制 御 シ ス テ ム を 更 に 含 む 、 請 求
項 6の 機 械 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 流 速 を 制 御 す る た め の 圧 力 制 御 シ ス テ ム を 更 に 含 む
、 請 求 項 6の 機 械 。  
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 5の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 分 配 シ ス テ ム は 、 処 理 材 料 を 運 ぶ た め の ホ ッ パ を 含
み 、 こ の ホ ッ パ は 表 面 に 処 理 材 料 を 配 す る た め の 吐 出 口 を 含 む 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 13の 機 械 に お い て 、 前 記 処 理 材 料 が 粒 状 の 材 料 を 含 む 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 13の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 分 配 シ ス テ ム は 、 表 面 に 処 理 材 料 を 配 達 す る た め の
少 な く と も 1つ の 回 転 可 能 部 材 を 含 む 。  
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 15の 機 械 に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の 回 転 可 能 部 材 が 、 前 記 吐 出 口 を 通 り 抜
け る 処 理 材 料 を 受 け 取 る た め に 、 前 記 吐 出 口 か ら 離 間 さ れ た 回 転 可 能 な 板 を 含 む 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 16の 機 械 に お い て 、 前 記 回 転 可 能 な 板 は 、 前 記 回 転 可 能 な 板 の 中 央 か ら 半 径 方 向
に 伸 び る 、 複 数 の 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ た リ ブ を 含 む 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も 1つ の 回 転 可 能 部 材 に 作 用 的 に つ な が れ た モ ー タ を さ ら に 含 む 請 求 項 15の 機
械 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 処 理 材 料 と 接 触 し 攪 拌 す る た め に 前 記 ホ ッ パ 内 に 位 置 す る 攪 拌 器 を 更 に 有 す る 請 求 項 13
の 機 械 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 以 下 の も の を 有 す る 、 エ リ ア か ら 雪 を 取 り 除 く た め の 機 械 :
　 前 記 筐 体 内 に 受 け 取 っ た 雪 を 掴 む 少 な く と も １ つ の 回 転 部 材 と 、 そ の エ リ ア に 処 理 部 材
を 適 用 す る た め に 前 記 筐 体 に 関 連 付 け ら れ た 表 面 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム と を 含 む 筐 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 20の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 が 防 氷 す る 材 料 を 含 む 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 20の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 が 凍 結 防 止 材 料 で あ る 。  
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 20の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 が 防 氷 材 料 お よ び 凍 結 防 止 材 料 を 含 む 。  
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 20の 機 械 に お い て 、 前 記 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム の 少 な く と も 一 部 が 、 機 械 の 操 作
中 に 、 雪 を 受 け 取 る 前 記 筐 体 の 前 方 の 開 口 部 の 後 の 前 記 筐 体 に 置 か れ る 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 20の 機 械 に お い て 、 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム は 、 処 理 材 料 を 運 ぶ た め の 容 器 と 、 そ
の エ リ ア に 処 理 材 料 を 適 用 す る た め に 前 記 筐 体 に 支 持 さ れ た 少 な く と も 1つ の ス プ レ ー ノ
ズ ル と 、 前 記 容 器 と こ の 容 器 か ら 少 な く と も １ つ の ノ ズ ル に 処 理 材 料 を 配 す る た め の 少 な
く と も １ つ の ノ ズ ル の 間 に 伸 び る 導 管 を 有 す る 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 25の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 を 分 配 す る た め に 、 少 な く と も 1つ の 噴 射 ノ ズ ル が
単 一 の ノ ズ ル を 含 む 。  
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 25の 機 械 に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の 噴 射 ノ ズ ル は 、 前 記 筐 体 の 表 面 に 沿 っ
て 互 い に 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ た 複 数 個 の 噴 射 ノ ズ ル を 含 む 。  
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 そ の エ リ ア に 配 さ れ た 処 理 材 料 の 量 を 制 御 す る た め の 制 御 シ ス テ ム を 更 に 有 す る 、 請 求
項 25の 機 械 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 そ の エ リ ア に 配 さ れ る 処 理 材 料 の 流 速 を 制 御 す る た め の 圧 力 制 御 シ ス テ ム を 更 に 有 す る
請 求 項 25の 機 械 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 容 器 内 の 前 記 処 理 材 料 に 熱 を 加 え る た め の シ ス テ ム を 更 に 含 む 、 請 求 項 25の 機 械 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 20の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム は 、 処 理 材 料 を 運 ぶ た め の ホ ッ パ を 含
み 、 こ の ホ ッ パ は 、 処 理 材 料 を 放 出 す る た め の 開 口 部 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 請 求 項 31の 機 械 に お い て 、 前 記 処 理 材 料 は 防 氷 材 料 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 31の 機 械 に お い て 、 前 記 処 理 材 料 は 凍 結 防 止 材 料 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 処 理 材 料 が 防 氷 材 料 お よ び 凍 結 防 止 材 料 を 含 む 、 請 求 項 31の 機 械 。
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【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 ３ １ の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム は 、 処 理 材 料 の 分 配 の た め の 少 な く
と も 1つ の 回 転 可 能 部 材 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 35の 機 械 に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の 回 転 可 能 な 部 材 は 、 前 記 開 口 部 を 通 り
抜 け る 処 理 材 料 を 受 け 取 る た め の 前 記 開 口 部 か ら 離 間 し て 配 置 さ れ た 回 転 可 能 な 板 を 含 む
。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 回 転 可 能 な 板 に 作 用 的 に つ な が れ た モ ー タ を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 35の 機 械 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 ホ ッ パ 内 に 位 置 し 、 処 理 材 料 を 攪 拌 す る 攪 拌 機 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 31の 機 械 。
 
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 筐 体 と 、 前 記 筐 体 内 の 雪 と 接 触 し 移 動 さ せ る た め に 前 期 筐 体 内 に 位 置 す る 少 な く と も １
つ の 回 転 部 材 と 、 防 氷 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 の 処 理 材 料 を エ リ ア に 適 用 す る た め の 手 段
と を 有 す る 、 エ リ ア か ら 雪 を 取 り 除 く た め の 機 械 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 39の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 は 液 体 を 含 み 、 そ し て 前 記 適 用 手 段 は 前 記 表 面 に 前
記 液 体 処 理 材 料 を 噴 霧 す る た め の 噴 霧 手 段 を 含 む 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　  請 求 項 40の 機 械 に お い て 、 前 記 噴 霧 手 段 は 、 前 記 筐 体 に 支 持 さ れ た 少 な く と も 1つ の 噴
射 ノ ズ ル を 含 む 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 40の 機 械 に お い て 、 前 記 噴 霧 手 段 が 前 記 筐 体 に 支 持 さ れ た 複 数 個 の 噴 射 ノ ズ ル を
含 む 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 請 求 項 40の 機 械 に お い て 、 前 記 噴 霧 手 段 は 、 前 記 筐 体 の 一 部 に 支 持 さ れ た 噴 霧 バ ー と 、
噴 射 ノ ズ ル を 更 に 含 む 。  
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 請 求 項 39の 機 械 に お い て 、 前 記 適 用 手 段 は 、 処 理 材 料 を 保 持 す る 容 器 と 、 処 理 さ れ る エ
リ ア に 処 理 材 料 を 適 用 す る た め の 少 な く と も １ つ の 噴 霧 手 段 と 、 容 器 と 噴 霧 手 段 の 間 に 液
体 接 触 部 を 形 成 す る 手 段 を 含 む 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 請 求 項 44の 機 械 に お い て 、 液 体 接 触 を 形 成 す る た め の 前 記 手 段 は 、 液 体 の 導 管 を 含 む 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 請 求 項 39の 機 械 に お い て 、 処 理 材 料 は 粒 状 の 材 料 を 含 み 、 適 用 手 段 は そ の エ リ ア 一 帯 に
粒 状 材 料 を 放 出 す る た め の 粒 子 分 配 手 段 を 更 に 有 す る 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 請 求 項 46の 機 械 に お い て 、 前 記 粒 子 分 配 手 段 は 、 ホ ッ パ と 、 前 記 ホ ッ パ 内 に 少 な く と も
部 分 的 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ の 回 転 可 能 部 材 と を 含 み 、 前 記 少 な く と も １ つ の 回 転 可
能 部 材 は 、 処 理 材 料 を 放 出 す る た め に 周 囲 に 間 隔 を 置 か れ た 複 数 の リ ブ を 有 す る 円 筒 状 部
材 を 含 む 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 請 求 項 46の 機 械 に お い て 、 前 記 粒 子 分 配 手 段 は 、 処 理 材 料 を 受 け 取 り 保 持 す る た め の 内
部 室 と 回 転 可 能 な ば ら 撒 き 手 段 を 有 す る 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 請 求 項 46の 機 械 に お い て 、 前 記 粒 子 分 配 手 段 は ホ ッ パ を 含 み 、 前 記 ホ ッ パ は 粒 状 材 料 が
存 在 す る 吐 出 口 を 有 す る 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 請 求 項 48の 機 械 に お い て 、 前 記 回 転 可 能 な ば ら 撒 き 手 段 は 、 処 理 材 料 を 受 け 取 り 分 配 す
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る た め の 少 な く と も 1つ の 回 転 可 能 部 材 を 含 む 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 請 求 項 50の 機 械 に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の 回 転 可 能 部 材 は 、 前 記 吐 出 口 を 通 り 抜
け る 処 理 材 料 を 受 け 取 る た め に 、 前 記 吐 出 口 か ら 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ 垂 直 に 並 置 さ れ た 回
転 可 能 板 を 含 む 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 請 求 項 49の 機 械 は 、 処 理 材 料 と 接 触 し 撹 拌 す る た め に 、 前 記 ホ ッ パ 内 に 位 置 し た 攪 拌 器
を 更 に 有 す る 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 量 の 制 御 の た め の 制 御 シ ス テ ム を 更 に 有 す る 、 請 求
項 44の 機 械 。  
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 流 速 を 制 御 す る た め の 流 動 管 理 シ ス テ ム を 更 に 有 す
る 、 請 求 項 44の 機 械 。  
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 温 度 を 制 御 す る た め の 加 熱 装 置 を 更 に 有 す る 、 請 求
項 44の 機 械 。  
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 量 の 制 御 の た め の 制 御 シ ス テ ム を 更 に 有 す る 、 請 求
項 46の 機 械 。  
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 流 速 の 制 御 の た め の 流 量 管 理 シ ス テ ム を 更 に 有 す る
、 請 求 項 46の 機 械 。  
【 請 求 項 ５ ８ 】
　  そ の エ リ ア に 供 給 さ れ る 処 理 材 料 の 温 度 を 制 御 す る た め の 加 熱 装 置 を 更 に 有 す る 、 請
求 項 46の 機 械 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 以 下 の も の を 有 す る 、 防 氷 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 の 材 料 を 配 す る シ ス テ ム :
　 材 料 を 保 持 す る た め の 保 持 エ リ ア ;
　 材 料 を 分 散 さ せ る 分 散 シ ス テ ム ;そ し て 、
　 噴 射 式 除 雪 機 に シ ス テ ム を 付 け る た め の ア タ ッ チ メ ン ト 機 構 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 請 求 項 59に よ る シ ス テ ム に お い て 、 材 料 は 粒 状 材 料 で あ る 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 請 求 項 59に よ る シ ス テ ム に お い て 、 そ の 材 料 は 液 体 の 材 料 で あ る 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 請 求 項 59に よ る シ ス テ ム に お い て 、 そ の 材 料 は 粉 末 で あ る 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 請 求 項 59に よ る シ ス テ ム に お い て 、 そ の 材 料 は ゲ ル で あ る 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 請 求 項 59に よ る シ ス テ ム に お い て 、 そ の 材 料 は 粒 状 材 料 、 液 体 の 材 料 お よ び 粉 末 の 少 な
く と も 2つ の 組 み 合 せ で あ る 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 請 求 項 59に よ る シ ス テ ム に お い て 、 そ の 分 散 シ ス テ ム は 少 な く と も 1つ の 噴 射 ノ ズ ル を
含 む 。  
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 請 求 項 59に よ る シ ス テ ム に お い て 、 そ の 分 散 シ ス テ ム は 、 粒 状 材 料 を 散 布 す る た め の 散
布 器 を 含 む 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 観 点 は 、 表 面 か ら 雪 と 氷 を 取 り 除 き 、 雪 が 取 り 除 か れ た 表 面 を 処 理 す る 機 械 に
関 す る 。 よ り 具 体 的 に 述 べ れ ば 、 本 発 明 の 観 点 は 、 表 面 か ら 雪 と 氷 を 取 り 除 く 回 転 部 材 を
備 え た 機 械 に 関 す る 。 し た が っ て 、 こ の 機 械 は 、 表 面 を 覆 う 氷 の 融 解 を 促 進 し 、 か つ そ の
表 面 上 の 雪 お よ び 氷 の 後 の 堆 積 を 妨 げ る た め 、 そ の 表 面 に 適 用 さ れ る 防 氷 剤 お よ び (ま た
は )凍 結 防 止 材 を 応 用 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 よ く 知 ら れ て い る よ う に 、 雪 が 降 っ た 後 は 、 歩 行 者 と 車 に よ っ て 使 用 さ れ る エ リ ア か ら
雪 を 取 り 除 く こ と が 望 ま し い 。  こ こ で は 、 語 句 「 エ リ ア 」 は 、 吹 雪 の 後 、 従 来 の シ ャ ベ
ル や 噴 射 式 除 雪 機 あ る い は 鋤 に 似 た も の を 有 す る そ の 他 の 装 置 で き れ い に さ れ る ド ラ イ ブ
ウ ェ イ や あ る 車 道 、 駐 車 場 や 路 地 の ほ か 、 歩 道 と 歩 行 用 通 路 、 階 段 、 テ ラ ス 及 び デ ッ キ の
よ う な 他 の 知 ら れ た 歩 行 者 用 道 路 を 含 ん で 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 噴 射 式 除 雪 機 の よ う な よ り 大 き な 従 来 の 除 雪 機 械 は 、 ト ラ ク タ の よ う な 車 輪 の あ る 乗 物
の 前 部 へ マ ウ ン ト す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 実 例 で は 、 運 転 手 は そ の 乗 物 に 座 り 、 そ の
運 転 中 に 付 属 の 噴 射 式 除 雪 機 を 操 縦 す る 。 他 の 従 来 の 除 雪 機 械 は 、 自 力 で 推 進 す る か 、 手
動 で 操 作 者 に よ っ て 押 さ れ 、 後 ろ で 歩 い て 運 転 す る モ デ ル で あ る 。 自 力 で 推 進 す る モ デ ル
は 、 典 型 的 に は エ ン ジ ン の 出 力 シ ャ フ ト に 接 続 さ れ た 駆 動 プ ー リ 、 回 転 シ ャ フ ト の 1端 に
接 続 さ れ た 被 駆 動 プ ー リ 、 及 び エ ン ジ ン か ら 回 転 シ ャ フ ト ま で の 力 を 伝 達 す る た め に 駆 動
プ ー リ と 被 駆 動 プ ー リ の 周 り に 位 置 し た エ ン ド レ ス ベ ル ト を 有 す る ベ ル ト 駆 動 伝 達 シ ス テ
ム を 含 む 。 そ の 結 果 、 伝 達 シ ス テ ム が 連 動 す る と き 、 噴 射 式 除 雪 機 の ホ イ ー ル は エ ン ジ ン
の 操 作 に 応 じ て 回 転 す る 。 従 来 の 除 雪 機 械 の 例 は 、 米 国 特 許 番 号 6,508,018、 米 国 特 許 番
号 6,499,237、 米 国 特 許 番 号 5,479,730お よ び 米 国 特 許 番 号 4,104,812に 示 さ れ 、 こ れ ら の
す べ て は 、 参 照 す る こ と に よ り こ こ に 組 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 雪 を 吹 き 飛 ば す シ ス テ ム の ２ つ の タ イ プ は 、 噴 射 式 除 雪 機 の 中 で 使 用 さ れ る 。 こ れ ら の
シ ス テ ム は 1段 ブ ロ ア シ ス テ ム と 2段 ブ ロ ア シ ス テ ム を 含 む 。  1段 の 噴 射 式 除 雪 機 は 、 通 常
、 副 筐 体 を 含 む 筐 体 を 有 す る 。  副 筐 体 は 、 羽 根 車 や ブ ラ シ の よ う な 動 力 が 供 給 さ れ た 回
転 部 材 が 雪 を 切 る か 掃 く と き 、 離 間 し た 側 壁 の 間 に 雪 を 取 り 込 む フ ロ ン ト 開 口 部 を 有 す る
。 エ ン ジ ン は 筐 体 に マ ウ ン ト さ れ 、 ま た 羽 根 車 は 副 筐 体 の 側 壁 へ ジ ャ ー ナ ル さ れ る 。  知
ら れ て い る よ う に 、 羽 根 車 は エ ン ジ ン に 接 続 さ れ た ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 機 構 に よ っ て 回 転
す る 。 1段 噴 射 式 除 雪 機 で は 、 羽 根 車 は 、 雪 を 集 め 、 噴 射 式 除 雪 機 の 排 雪 シ ュ ー ト あ る い
は 前 開 口 部 を 通 し て 雪 を 投 げ る た め に 使 用 さ れ る 、 動 力 が 供 給 さ れ る 唯 一 の デ バ イ ス で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 2段 噴 射 式 除 雪 機 は 、 離 間 し た 側 壁 を 有 す る 前 部 の 副 筐 体 、 お よ び 主 筐 体 に マ ウ ン ト さ
れ た エ ン ジ ン を 備 え た 主 筐 体 を 持 っ て い る と い う 点 で 、 1段 噴 射 式 除 雪 機 に 似 て い る 。 し
か し な が ら 、 2段 噴 射 式 除 雪 機 は 、 副 筐 体 の 開 口 部 に 入 れ ら れ る 雪 を 集 め る た め に 、 副 筐
体 の 離 間 す る 側 壁 間 に ジ ャ ー ナ ル さ れ た オ ー ガ を 用 い る 。 オ ー ガ は 、 一 般 に 、 副 筐 体 の 開
口 部 へ 雪 を 入 れ る た め に 初 期 の 段 階 で 回 転 す る 、 対 立 す る 螺 旋 形 の 部 材 の １ 対 で あ る 。 第
2の 段 階 で は 、 フ ァ ン は 開 口 部 の 後 部 に 位 置 す る 。 フ ァ ン が 回 転 す る と 、 フ ァ ン は 雪 を 上
げ 、 排 雪 シ ュ ー ト か ら 出 す 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 噴 射 式 除 雪 機 の 典 型 的 な 動 作 で は 、 ス ク ラ ッ パ は 副 筐 体 の 前 部 で 、 回 転 す る オ ー ガ か 羽
根 車 が 雪 を 切 る 副 筐 体 中 に 、 雪 を 持 ち 上 げ る 。 し か し な が ら 、 そ の エ リ ア を き れ い に す る
た め に 従 来 の ど の タ イ プ の 噴 射 式 除 雪 機 を 用 い て も 、 噴 射 式 除 雪 機 が そ の エ リ ア を 通 っ た
後 、 雪 の 層 、 氷 お よ び (ま た は )半 解 け 雪 が 残 っ て し ま う 。 こ れ は 、 副 筐 体 の 開 口 部 へ の 損
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傷 で 、 エ リ ア の 表 面 の 雪 、 氷 お よ び (ま た は )半 解 け の 雪 を す べ て こ す り 落 と す こ と が 噴 射
式 除 雪 機 で は で き な い こ と に よ る 。 こ れ は ま た 、 不 規 則 な /で こ ぼ こ し た 表 面 の 最 も 高 い
ポ イ ン ト を 超 え て 乗 り そ の た め に 雪 や 氷 お よ び （ ま た は ） 半 解 け 雪 を 通 っ て 噴 射 式 除 雪 機
の 前 面 の 開 口 部 に 結 果 す る 雪 を 吹 き 飛 ば す エ リ ア の 不 規 則 な /で こ ぼ こ し た 表 面 に よ っ て
引 き 起 こ さ れ る 場 合 が あ る 。 残 っ た 雪 や 氷 お よ び （ ま た は ） 半 解 け 雪 に 因 る と 否 と に 拘 ら
ず 、 噴 射 式 除 雪 機 が そ の エ リ ア を き れ い に し た 後 、 そ れ が 残 る と い う 単 な る 事 実 は 、 特 に
残 っ た 雪 や 半 解 け 雪 が 凍 っ て 凍 結 す る と 、 そ の エ リ ア を 横 断 す る 人 々 に と っ て 、 非 常 に 危
険 な 状 況 を 生 ず る 。 こ の 状 況 に 対 処 す る た め に 、 多 く の 人 々 は 噴 射 式 除 雪 機 を 使 用 し た 後
、 彼 ら の 手 あ る い は 手 動 の 散 布 器 を 使 っ て 、 そ の エ リ ア の 表 面 上 に 防 氷 剤 を 撒 く こ と を 試
み る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 散 布 器 は 、 通 路 の 実 質 的 に 完 全 な ク リ ー ニ ン グ を 達 成 す る
た め に 十 分 な 防 氷 剤 を 提 供 し な い か も し れ な い 。 あ る い は 防 氷 剤 が 多 す ぎ る と 、 処 理 す べ
き エ リ ア を 超 え て 撒 か れ る か も し れ な い 。 防 氷 剤 の 量 が 多 す ぎ る と 、 防 氷 剤 が 無 駄 と な り
、 ま た 将 来 そ の エ リ ア を 有 効 に き れ い に す る 噴 射 式 除 雪 機 を 無 力 に す る エ リ ア の 表 面 に 構
造 上 の 損 傷 を も た ら す こ と が あ る 。 さ ら に 、 防 氷 剤 が 多 す ぎ る と 環 境 的 に は 危 険 で あ り 、
そ の 処 理 さ れ た エ リ ア を 使 う 人 々 や 動 物 を 傷 つ け る 。 そ の 結 果 、 予 め 定 め ら れ て 正 確 な 量
の 処 理 材 料 を 適 切 に 用 い る シ ス テ ム が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 近 代 社 会 は 、 家 事 や 庭 仕 事 だ け で な く 職 業 的 な 仕 事 も し な け れ ば な ら な い 時 間
を 重 視 す る 。 そ の 結 果 、 そ れ が 雪 を 取 り 除 く エ リ ア か ら 雪 を 除 き 処 理 す る こ と に 必 要 な 合
計 時 間 に 加 わ る な ら ば 、 別 に 防 氷 お よ び （ ま た は ） 凍 結 防 止 剤 を 取 っ て き て 撒 か な け れ ば
な ら な い こ と が 追 加 さ れ る こ と は 望 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 表 面 の 氷 結 を 防 ぎ 、 表 面 上 に 将 来 氷 や 雪 が 形 成 さ れ る の を 防 止 す る た め に
、 噴 射 式 除 雪 機 が そ の 表 面 を 通 過 し た 後 、 エ リ ア の 表 面 に 処 理 材 料 を 適 用 す る 除 雪 デ バ イ
ス が こ の 分 野 で 必 要 と さ れ る 。 ま た 、 防 氷 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 材 料 を 取 っ て き て 、 雪
を 取 り 除 く 操 作 と は 別 に そ れ を 行 う 追 加 の ス テ ッ プ を な く す る よ う な デ バ イ ス が 必 要 と さ
れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 観 点 は 、 表 面 処 理 材 料 を 適 用 し た シ ス テ ム を 含 む 改 善 さ れ た 除 雪 機 械 に 関 す る
。 こ の シ ス テ ム は 、 そ れ ら が 除 雪 機 械 で 機 械 的 に 取 り 除 か れ た 後 、 表 面 に 、 防 氷 お よ び (
ま た は )凍 結 防 止 の 液 体 か 固 体 、 あ る い は 液 体 と 固 体 の 組 み 合 せ の 適 用 を 許 容 す る 。 表 面
は 機 械 的 に 雪 が 除 か れ た 後 、 除 雪 機 械 に よ り 雪 が 取 り 除 か れ な か っ た 雪 /氷 の 固 い 層 が あ
る こ と が し ば し ば あ る 。 液 体 お よ び (ま た は )固 体 の 防 氷 剤 の 応 用 は 、 こ の 残 さ れ た 雪 や 氷
を 化 学 的 に 取 り 除 く だ ろ う 。  液 体 あ る い は 液 体 か 固 体 の 防 氷 剤 と 組 み 合 わ せ た 液 体 あ る
い は 固 体 の 凍 結 防 止 剤 の 応 用 は 、 表 面 へ の 将 来 の 雪 や 氷 の 付 着 を 最 小 限 に し 、 そ れ に よ っ
て 、 除 雪 機 が そ の 後 に 使 用 さ れ て よ り 有 効 に な る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 観 点 は 、 雪 が 表 面 か
ら 取 り 除 か れ る と き 、 同 時 に 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 材 料 が 用 い ら れ る こ と に よ り
、 時 間 と コ ス ト を 節 約 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 1つ の 観 点 は 、 雪 が 機 械 に 入 い る 前 方 の 開 口 部 を 含 む 筐 体 と 、 開 口 部 を 通 っ て
入 っ て き た 雪 を 受 け 取 る た め の エ リ ア と を 有 す る 除 雪 機 械 を 含 む 。 こ の 機 械 は 、 ま た 、 筐
体 内 の 雪 を 取 っ て 除 去 す る た め の 雪 受 取 り エ リ ア 内 に 位 置 し た 、 少 な く と も 1つ の 回 転 可
能 な 部 材 を 含 む 。  こ の 機 械 は 、 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 材 料 を 調 合 す る た め に 筐
体 に 接 続 さ れ た デ ィ ス ペ ン サ ー を 有 す る 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 観 点 は 、 表 面 か ら 雪 を 取 り 除 く た め の 機 械 を 含 む 。 こ の 機 械 は 、 筐 体 内 で
受 け 取 り そ の 筐 体 内 か ら 雪 を 投 げ る た め の 、 少 な く と も 1つ の 回 転 部 材 を 含 む 筐 体 を 有 す
る 。 こ の 機 械 は 、 さ ら に 、 処 理 さ れ る 表 面 に 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 材 料 を 適 用 す
る た め の 筐 体 に 関 連 し た 表 面 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム を 含 む 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 更 な る 観 点 は 、 噴 射 式 除 雪 機 の 付 属 装 置 と し て の 、 防 氷 お よ び （ ま た は ） 凍 結
防 止 の 材 料 を 含 む デ バ イ ス に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 1は 、 エ リ ア か ら 雪 を 取 り 除 く た め の 、 本 発 明 の 観 点 に よ る 機 械 10を 示 す 。 機 械 10は
噴 射 式 除 雪 機 を 含 む こ と が で き る 。 上 で 議 論 さ れ た よ う に 、 語 句 「 エ リ ア 」 は 、 少 な く と
も １ つ の 回 転 す る オ ー ガ あ る い は 羽 根 車 を 有 す る 機 械 に よ り 、 吹 雪 の 後 き れ い に さ れ る 、
自 動 車 道 お よ び あ る 種 の 車 道 、 駐 車 場 や 路 地 だ け で な く 、 歩 道 や 小 道 、 階 段 、 テ ラ ス や デ
ッ キ の よ う な 他 の 知 ら れ た 歩 行 者 用 の 通 路 を 指 す 。 下 で 議 論 さ れ る よ う に 、 除 雪 機 械 10は
、 エ リ ア か ら 雪 を 除 く た め に 、 自 己 推 進 式 あ る い は 別 に 駆 動 さ れ る 乗 物 に 付 属 の 従 来 の 噴
射 式 除 雪 機 と 同 じ よ う に 作 動 す る 。  除 雪 機 械 10は 、 筐 体 20、 モ ー タ 40お よ び 通 路 に 表 面
処 理 材 料 を 配 す る た め の 応 用 シ ス テ ム 100を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 除 雪 機 械 の 筐 体 20は 、 図 中 に 示 さ れ る よ う に 、 従 来 の 噴 射 式 除 雪 機 の そ れ に 形 状 と 構 造
に お い て 類 似 し て い る 。  図 面 は 、 説 明 の た め に 様 々 な 噴 射 式 除 雪 機 を 示 す 。  他 の タ イ プ
の 噴 射 式 除 雪 機 あ る い は 除 雪 機 械 が 、 こ の 発 明 と 共 に 使 用 さ れ て も よ い こ と が 理 解 さ れ る
に 違 い な い 。  筐 体 20は 、 こ れ を 通 っ て 取 り 除 か れ る 雪 が 副 筐 体 11に 入 っ て く る 開 口 部 12
を 有 す る 前 部 の 副 筐 体 11を 含 む 。 図 2に 示 さ れ る よ う に 、 開 口 部 12は 、 機 械 10の パ ス を 横
切 っ て 、 対 向 す る 側 壁 13、 14の 間 に 伸 び て い る 。  副 筐 体 11は 、 開 口 部 12に 入 る 雪 に 接 触
し こ れ を 切 る 、 少 な く と も 1つ の 従 来 の 回 転 可 能 部 材 16を 有 す る 。 回 転 可 能 部 材 16は ま た
、 雪 を 副 筐 体 11内 に 移 動 さ せ る 。  図 2に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 よ く 知 ら れ て い る よ う に 、
回 転 可 能 な 部 材 16は 、 副 筐 体 11内 の 雪 と 接 触 し こ れ を 切 る 複 数 の 刃 を 有 す る 少 な く と も 1
つ の オ ー ガ 17を 含 む 。 図 1に 示 さ れ る 別 の 実 施 例 で は 、 回 転 可 能 部 材 16は 、 開 口 部 12に 入
る 雪 と 接 触 し 雪 を 移 動 さ せ る た め の 多 く の 刃 あ る い は ブ ラ シ 部 材 を 有 す る 少 な く と も 1の
羽 根 車 16´ を 含 む 。 一 方 の 実 施 例 で は 、 よ く 知 ら れ て い る よ う に 、 副 筐 体 11の 側 壁 13、 14
に 各 々 回 転 可 能 に マ ウ ン ト さ れ た 他 端 を 有 す る シ ャ フ ト 18に よ っ て 、 回 転 可 能 部 材 １ ６ は
し っ か り と 支 持 さ れ 作 動 す る 。  シ ャ フ ト は 、 シ ャ フ ト の 端 で 少 な く と も 1つ の 鎖 歯 車 あ る
い は プ ー リ に 連 結 さ れ た チ ェ ー ン か 駆 動 ベ ル ト を 駆 動 す る モ ー タ 40を 用 い て 、 任 意 の 既 知
の 方 法 で 、 駆 動 可 能 で あ る 。 副 筐 体 11は 、 雪 が 開 口 部 12に 入 り 、 回 転 部 材 16に よ っ て 操 作
さ れ 、 副 筐 体 11か ら 捨 て ら れ る こ と を 可 能 に す る 任 意 の 従 来 の 形 状 と す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 1つ の 実 施 例 で は 、 除 雪 機 械 10は 、 図 1に 示 さ れ る よ う に 、 従 来 の や り 方 で 筐 体 20上 に 回
転 可 能 に マ ウ ン ト さ れ た 排 雪 シ ュ ー ト 23を 含 む 、 従 来 の 関 節 の あ る 雪 排 出 管 ア セ ン ブ リ 22
を 含 む 2段 式 除 雪 機 械 で あ る 。  雪 排 出 管 ア セ ン ブ リ 22は 、 副 筐 体 11内 に 位 置 し た 、 回 転 フ
ァ ン 19上 に 並 べ ら れ る 。 知 ら れ て い る よ う に 、 フ ァ ン １ ９ は 、 雪 が 副 筐 体 １ １ 内 で 受 け 取
ら れ 、 除 雪 機 械 10か ら 捨 て ら れ る よ う に 排 雪 シ ュ ー ト 23を 通 し て 回 転 部 材 16に よ っ て 操 作
さ れ る よ う に さ れ る 。  排 雪 シ ュ ー ト 23は 、 雪 が フ ァ ン 19に よ っ て 投 げ ら れ る 通 路 を 変 え
る た め の 回 転 端 部 24を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 別 の 実 施 例 で は 、 除 雪 機 械 10は 、 開 口 部 12を 通 し て 副 筐 体 11に 入 っ て き
、 除 雪 機 械 10か ら 捨 て る 雪 を 集 め る 、 回 転 部 材 16´ (羽 根 車 )を 含 む 1段 式 機 械 で あ る 。 知
ら れ て い る よ う に 、 1段 除 雪 機 械 で は 、 羽 根 車 16´ は 、 開 口 部 12に 入 る 雪 を 操 作 し 排 雪 シ
ュ ー ト ２ ３ か ら 雪 を 投 げ る た め に 用 い ら れ る 、 動 力 付 き の 部 材 で あ る 。  羽 根 車 16´ は 、
側 壁 13， １ ４ へ ジ ャ ー ナ ル さ れ 、 ま た 知 ら れ て い る ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ 機 構 に よ っ て モ ー
タ 40に 接 続 さ れ る か も し れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 実 施 例 の ど れ で も 、 除 雪 機 械 10は 、 図 中 で 示 さ れ る よ う な 筐 体 20に マ ウ ン ト さ れ
る 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム 100を 含 む か も し れ な い 。 応 用 シ ス テ ム 100は 、 様 々 な テ ク ニ ッ ク
(そ れ ら の う ち の い く つ か は 図 に よ っ て 描 か れ る )を 使 用 し て 除 雪 機 械 に マ ウ ン ト さ れ 、 あ
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る い は 様 々 な 既 知 の 方 法 を 用 い て 、 従 来 の 除 雪 機 械 に 後 で 取 り 付 け ら れ る か も し れ な い こ
と が 理 解 さ れ る に 違 い な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 運 転 中 、 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム 100は 、 防 氷 さ れ る べ き エ リ ア に 、 少 な く と も 1つ の 表 面
処 理 材 料 200を 適 用 す る 。  除 雪 機 械 10が 通 っ た 後 、 氷 ま た は 雪 が そ の エ リ ア 上 に 形 成 あ る
い 再 形 成 さ れ る こ と を 防 ぐ た め に 、 こ の 応 用 シ ス テ ム 100は そ の エ リ ア に 処 理 材 料 200を 適
用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 表 面 処 理 材 料 200は 、 液 体 、 霧 吹 き 可 能 な 粉 末 、 粒 状 物 、 あ る い は 2以 上 の 混 合 物 で あ り
得 る 。 一 実 施 例 で は 、 表 面 処 理 材 料 200は 液 体 と し て 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム を 含 ん で い る か も
し れ な い 。  表 面 処 理 材 料 200は 、 ま た 米 国 特 許 番 号 5,302,307に 開 示 さ れ た も の を 含 む こ
と が で き る 。 そ れ は 参 照 す る こ と に よ っ て こ れ に 組 込 ま れ る 。 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム 100
と 共 に 使 用 さ れ る か も し れ な い 他 の 処 理 材 料 は 、 例 え ば Cargill社 の Cargill Saltに よ り
商 品 名 Hydro-Melt.TMで 売 ら れ た も の の よ う な 、 従 来 散 布 さ れ る 液 体 防 氷 剤 お よ び (ま た は
)凍 結 防 止 材 料 を 含 む 。 Hydro-MeltTMは 、 岩 塩 よ り 低 い 温 度 で 氷 結 す る こ と を 防 ぐ 腐 食 抑
制 剤 を 有 す る 液 体 の 防 氷 剤 /凍 結 防 止 剤 で あ る 。 Hydro-MeltTMの 防 氷 剤 は ま た 、 氷 が 表 面
で 形 成 さ れ る の を 防 ぐ (凍 結 防 止 )た め に 、 予 め 濡 ら さ れ た エ イ ジ ェ ン ト と し て 機 能 す る 。
例 え ば 液 体 の 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 液 体 の ナ ト リ ウ ム ブ ラ イ ン 、 液 体 の 酢 酸 カ リ ウ ム 、 液 体 の
ギ 酸 カ リ ウ ム あ る い は メ タ ノ ー ル 、 あ る い は 上 記 材 料 の い ず れ か の 組 み 合 わ せ の よ う な 、
他 の 液 体 の 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 剤 も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 表 面 処 理 材 料 は 粒 状 の 処 理 材 料 を 含 ん で い て よ い 。 「 粒 状 の 」 処 理 材
料 は 、 少 な く と も 固 体 の 微 粒 子 材 料 、 噴 霧 可 能 な 粉 末 、 あ る い は 固 体 の 微 粒 子 と 液 体 の 混
合 物 を 含 ん で い て よ い 。 図 11を 参 照 し て 、 表 面 処 理 材 料 700は 、 岩 塩 の よ う な 従 来 の 道 路
処 理 塩 を 含 む 。  処 理 材 料 700は ま た 、 商 品 名 Ｃ Ｇ ９ ０ （ Ｒ ） オ リ ジ ナ ル や 商 品 名 Ｃ Ｇ ９ ０
（ Ｒ ） サ ー フ ェ ス セ ー バ で Cargill社 の Cargill Saltに よ り 売 ら れ て い る も の の よ う な 、
粒 状 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 材 料 を 含 ん で い て も よ い 。 道 路 表 面 に 沿 っ て 、 腐 食 や
は が れ に 対 す る 優 れ た 保 護 を 有 し し か も 防 氷 効 果 を 上 げ る た め に 、 こ れ ら の 処 理 材 料 は 、
モ ノ ナ ト リ ウ ム ・ リ ン 酸 エ ス テ ル 単 独 、 あ る い は フ レ ー ク 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム と 混 合 さ れ た
岩 塩 を 含 む 。 他 の 表 面 処 理 材 料 と し て は 、 例 え ば 商 品 名 Clear Lane(TM)の 名 の 下 に Cargil
l Saltに よ り 売 ら れ て い る も の の よ う な 、 予 め 濡 ら さ れ た 防 氷 剤 お よ び (ま た は )、 予 め 濡
ら さ れ た 防 氷 液 を 含 む 。 こ の 予 め 濡 ら さ れ た 処 理 材 料 は 、 所 定 エ リ ア に 必 要 な 塩 の 総 量 を
減 ら す と 共 に 、 ユ ー ザ の 装 置 に 対 す る 腐 食 保 護 の た め 、 糖 み つ と 液 体 の 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム
と を 混 ぜ た じ 岩 塩 を 含 む 。 多 く の 他 の 粒 状 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 剤 は 、 処 理 材 料
700と し て 用 い ら れ て も よ い 。 シ ス テ ム １ ０ ０ に 適 用 さ れ る 処 理 材 料 は 、 他 の 化 学 薬 品 が
そ れ が 通 常 働 く よ り 低 温 で 、 意 図 し た 目 的 の た め に 働 く こ と を 可 能 に す る た め に 、 他 の 化
学 薬 品 と 組 み 合 わ せ て 前 述 の 防 氷 剤 /凍 結 防 止 液 体 あ る い は 固 体 材 料 の う ち の い ず れ か を
含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 1-3に 示 さ れ る よ う に 、 1つ の 実 施 例 で は 、 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム 100は 、 雪 が 取 り 除
か れ た エ リ ア に 表 面 処 理 材 料 を 適 用 す る 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 110を 含 む 。 描 か れ て い る よ
う に 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 110は 、 筐 体 20の 後 方 に 位 置 す る こ と が で き る 。 最 初 の 実 施 例 で
は 、 図 1中 に １ つ 以 上 に 示 さ れ る よ う に 、 垂 直 の 側 壁 116、 そ れ は 材 料 を 分 配 す る シ ス テ ム
で あ る が 、 あ る い は 筐 体 ２ ０ の 垂 直 壁 １ １ ７ は 後 方 部 を 永 久 的 に し っ か り と 支 持 す る 。 第
２ の 実 施 例 で は 、 図 ２ 及 び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 110は 、 筐 体 ２ ０ の
底 壁 １ １ ８ に 移 動 可 能 に あ る い は 永 久 的 に 支 持 さ れ る 。 第 ３ の 実 施 例 で は 、 材 料 分 配 シ ス
テ ム 110は 、 後 部 垂 直 壁 117と 底 壁 118の 間 に 伸 び る 角 度 の あ る 壁 に 、 着 脱 可 能 に あ る い は
永 久 的 に 支 持 さ れ る 。 上 述 の 位 置 の う ち の ど れ で も 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 110は 、 そ の 各 々
の 壁 117-118の 外 表 面 に マ ウ ン ト さ れ る か 、 あ る い は そ の 各 々 の 壁 の 開 口 部 の 各 々 数 を 通
し て 伸 び る こ と が で き る 。 他 の 代 替 実 施 例 中 で 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 110は 、 筐 体 の ま わ り
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の 異 な る 位 置 に 置 か れ る 複 数 の サ ブ シ ス テ ム を 含 む こ と が で き る 。  例 え ば 、 1つ の サ ブ シ
ス テ ム は 底 壁 118に 支 持 さ れ て も よ く 、 別 の サ ブ シ ス テ ム は 後 部 垂 直 壁 117に 支 持 す る こ と
も で き る 。  材 料 分 配 シ ス テ ム の 実 例 の す べ て は 、 口 12の 後 ろ に あ る 筐 体 20上 で 他 の 位 置
に 、 着 脱 可 能 に あ る い は 永 久 的 に 置 か れ た か 、 マ ウ ン ト さ れ た か 、 後 で 組 み 込 ま れ た と 理
解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 面 中 に 示 さ れ る よ う に 、 材 料 分 配 シ ス テ ム は 、 除 雪 機 械 10に よ っ て き れ い に さ れ た エ
リ ア に 、 固 体 ま た は 液 体 の 処 理 材 料 200を 適 用 す る た め に 、 1つ 以 上 の 部 材 を 含 む こ と が で
き る 。 液 体 の 処 理 材 料 200を 用 い る 1つ の 実 施 例 で は 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 110は 、 処 理 材 料
用 の 少 な く と も 1つ の 噴 霧 機 構 140を 含 ん で い て よ い 。 図 5お よ び 図 6中 に 示 さ れ る 実 施 例 で
は 、 噴 霧 機 構 140は 、 そ の 噴 霧 領 域 が 除 雪 の 後 ろ の 全 エ リ ア を カ バ ー す る が 、 除 雪 機 械 １
０ や 除 雪 機 械 １ ０ を 押 す 乗 物 や 操 作 者 の 足 に 噴 霧 し な い よ う な 、 噴 霧 ジ ェ ッ ト の よ う な 単
一 の ス プ レ イ ノ ズ ル １ ４ ２ を 含 む 。 ノ ズ ル 142は 、 約 0.1～ 1.0ガ ロ ン /分 (gpm)間 の 噴 霧 速
度 で 噴 霧 す る こ と が 可 能 な 、 既 に 知 ら れ て い る ノ ズ ル で あ り 得 る 。 実 際 の 範 囲 で は 、 ノ ズ
ル は 約 0.2- 0.8 gpmの 間 の 噴 霧 速 度 で 供 給 で き た 。 適 切 な ノ ズ ル と し て は 、 StreamjetTM
か ら 製 品 コ ー ド SJ3-03-VPか SJ3-08-VPの 下 に 、 利 用 可 能 に 出 さ れ て い る 3本 の オ リ フ ィ ス
・ ノ ズ ル を 含 む 。 こ れ ら の ノ ズ ル は 、 約 0.24と 0.35 gpmの 間 の 流 速 で 、 あ る い は 0.56～ 0.
94 gpmの 間 の 流 速 で 各 々 ２ ０ か ら ６ ０ プ サ イ で 、 供 給 で き る 。 5本 の オ リ フ ィ ス ・ ノ ズ ル
を 含 ん で 、 3本 を 越 え る オ リ フ ィ ス を 含 む ノ ズ ル も 、 使 用 す る こ と が で き る 。  複 数 の オ リ
フ ィ ス ・ ノ ズ ル は 、 特 別 の 圧 力 で 所 定 流 速 の オ リ フ ィ ス の う ち の 1つ が 、 そ の エ リ ア に 処
理 材 料 を 配 す る た め に 扱 わ れ る エ リ ア の 方 へ 指 示 さ れ る ま で 回 転 す る こ と が 適 当 な 単 一 の
ノ ズ ル で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 語 句 「 噴 霧 領 域 」 は 、 流 体 が 所 定 の ノ ズ ル か ら 噴 霧 さ れ る 時 、 カ バ ー さ れ る 表 面 エ リ ア
の 大 き さ に 関 す る 。 理 解 さ れ る よ う に 、 ノ ズ ル 142の た め の 噴 霧 領 域 の 大 き さ は 、 除 雪 機
械 10に よ っ て 取 ら れ た 通 路 の 大 き さ に 応 じ て 変 わ る だ ろ う 。 ノ ズ ル 142や こ こ で 議 論 さ れ
た 他 の ス プ レ ー ノ ズ ル の 噴 霧 領 域 の 大 き さ は 、 知 ら れ て い る 各 々 の ノ ズ ル の 噴 霧 の 穴 の 大
き さ を 調 整 す る か 、 処 理 材 料 ２ ０ ０ が 各 々 の ノ ズ ル に 適 用 さ れ る 処 理 の 圧 力 を 調 整 す る こ
と に よ り 、 変 え る こ と が で き る 。 実 例 と な る 噴 霧 領 域 は 、 操 作 者 の 前 で 除 雪 機 械 10の 後 ろ
に 伸 び る 領 域 、 少 な く と も 実 質 的 に 側 壁 13,14の 間 、 あ る い は 側 壁 13,14の 一 方 の 横 に 約 1
イ ン チ か ら 約 12イ ン チ 間 の 点 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 3お よ び 図 4中 に 示 さ れ る 別 の 実 施 例 で は 、 噴 霧 機 構 140は 、 筐 体 20の 内 部 か 外 部 に 直
接 支 持 さ れ る か 、 上 述 の い ず れ か の 場 所 で 、 筐 体 ２ ０ に 接 続 さ れ る 噴 霧 バ ー 145に 沿 っ て
離 間 し て 支 持 さ れ る 多 数 の 噴 霧 ノ ズ ル 144を 含 む 。 こ れ ら の ノ ズ ル は 、 約 0.1gpmか ら 1.0gp
mの 流 速 を 提 供 す る 上 述 の ノ ズ ル の う ち の い ず れ か を 含 む こ と が で き る 。 し か し な が ら 、
他 の 従 来 の 噴 霧 ノ ズ ル を 使 用 す る こ と も で き る 。 ノ ズ ル 144の 各 々 は 、 筐 体 20に 沿 っ て 隣
接 し た ノ ズ ル 144か ら 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ る 。 隣 接 し た ノ ズ ル 144も 、 噴 霧 バ ー 145に 沿 っ
て 互 い に 一 定 間 隔 離 し て 配 置 さ れ る 。 噴 霧 バ ー 145あ る い は 筐 体 20の い ず れ か の 上 の 隣 接
し た ノ ズ ル 144間 の 間 隔 は 、 各 ノ ズ ル の 噴 霧 領 域 、 扱 わ れ る エ リ ア お よ び (ま た は )除 雪 機
械 10に よ っ て き れ い に さ れ た 通 路 の 大 き さ に 依 存 し て 変 わ る だ ろ う 。 例 え ば 、 4つ の ノ ズ
ル 144が 、 24イ ン チ の 広 い 除 雪 機 械 10(側 壁 13、 14の 間 で )に 沿 っ て 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ る
な ら 、 中 央 で 互 い に ノ ズ ル 144を 6イ ン チ 間 隔 で 置 く こ と が で き る か も し れ な い し 、 ま た 最
も 外 側 の ノ ズ ル 144は 側 壁 13,14か ら 約 2イ ン チ 内 部 に 間 隔 を お い て 置 か れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 1-3中 に 示 さ れ る よ う に 、 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム 100は さ ら に 、 入 っ て い る 処 理 材 料 20
0が 材 料 分 配 シ ス テ ム 110に 流 れ る こ と を 可 能 に す る 筐 体 20の ど ん な 場 所 で も 置 く こ と が で
き る 容 器 130を 含 む 。 1つ の 実 施 例 で は 、 図 1に 示 さ れ る よ う に 、 容 器 130は 、 筐 体 20の 後 部
の 垂 直 壁 117に 、 ハ ン ド ル に 近 い 位 置 で 支 持 さ れ て も よ い 。 し か し な が ら 、 処 理 材 料 200を
材 料 分 配 シ ス テ ム 110に 配 さ れ る 他 の 位 置 に 置 く こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 容 器 130は 、 処 理 材 料 200を 保 持 す る だ け の 容 量 を 有 す る 大 き さ と す る こ と が で き る 。 除
雪 機 械 10の 全 体 の 大 き さ が 変 わ る と 、 容 器 130の 容 量 を 変 え る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば
、 18イ ン チ の 広 い 開 口 部 12を 有 す る 除 雪 機 械 10の 容 器 130は 、 28イ ン チ の 広 い 開 口 部 12を
有 す る 除 雪 機 械 10の 容 器 と 同 じ か 小 さ い こ と が あ り 得 る 。 １ 実 施 例 で は 、 容 器 は 、 処 理 材
料 200の 約 1～ 5ガ ロ ン を 保 持 す る 容 量 を 有 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 容 器 130の 容
量 は 、 顧 客 の 必 要 、 除 雪 機 械 10の 大 き さ 、 除 雪 機 械 10の 後 ろ に 置 か れ る エ リ ア に 依 存 し て
使 用 す る こ と が で き る か も し れ な い 。 容 器 130は 、 品 質 を 下 げ る こ と な く 、 処 理 材 料 200を
保 持 す る こ と が 可 能 な 既 知 の 材 料 か ら 作 る こ と が で き る 。 実 例 と な る 実 施 例 で は 、 容 器 13
0は 、 プ ラ ス チ ッ ク か ポ リ マ ー 、 あ る い は 他 の 適 切 な 材 料 を 用 い て 作 っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 8お よ び 図 9中 に 示 さ れ る よ う に 、 容 器 130は さ ら に 、 入 れ ら れ る 処 理 材 料 200に 熱 を 加
え る た め の シ ス テ ム 480を 含 む こ と が で き る 。  加 熱 装 置 480は 、 華 氏 で お よ そ 20～ 220度 の
温 度 範 囲 で 処 理 材 料 200を 維 持 す る こ と が で き た 。 し か し な が ら 、 各 処 理 材 料 200の 温 度 範
囲 は 処 理 材 料 の タ イ プ に 依 存 し て 変 わ る か も し れ な い 。  例 え ば 、 メ タ ノ ー ル に 基 づ い た
処 理 材 料 用 の 温 度 範 囲 は 、 華 氏 で お よ そ 20～ 80度 の 間 に あ る か も し れ な い 。 シ ス テ ム 480
に よ っ て 達 成 さ れ る 温 度 は 処 理 材 料 の 揮 発 性 に も 依 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 8中 に 示 さ れ る よ う に 、 容 器 130は 、 所 定 温 度 で 処 理 材 料 200を 維 持 す る た め に 操 作 者
に よ っ て 選 択 的 に 励 起 す る こ と が 可 能 な 加 熱 コ イ ル の よ う な 加 熱 部 材 482を 含 む こ と が で
き る 。 上 述 の よ う に 、 温 度 は 、 い く つ か の 材 料 は よ り 高 い 温 度 で 他 の も の よ り 揮 発 す る か
も し れ な い の で 用 い ら れ る 処 理 材 料 に 依 存 す る こ と が で き る 。  図 9中 に 示 さ れ る 別 の 実 施
例 で は 、 入 れ ら れ た 処 理 材 料 200に 熱 を 加 え る た め の シ ス テ ム 480は 、 容 器 130の 開 口 部 488
へ の 第 1の 端 で 、 ま た 機 械 10の 排 気 マ ニ ホ ル ド か マ フ ラ の あ る 部 分 を 越 え て 第 2の 端 489で
支 持 さ れ る 導 管 486を 含 む こ と が で き る 。 こ の 実 施 例 で は 、 所 定 温 度 で 処 理 材 料 を 維 持 す
る た め に 、 機 械 10の エ ン ジ ン か ら の 熱 い ガ ス 排 気 の 少 な く と も 1部 が 、 容 器 130に 向 け ら れ
る か も し れ な い 。 あ る い は 、 導 管 486は 、 容 器 130の 側 壁 中 の 凹 部 を 通 じ て 伸 び 、 容 器 130
の 壁 を 介 し て 容 器 130内 の 処 理 材 料 200に 熱 を 伝 え る か も し れ な い 。 こ の 実 施 例 で は 、 容 器
130お よ び 導 管 486の 少 な く と も 1部 が 、 熱 伝 導 性 を 有 す る 材 料 か ら 作 ら れ る か も し れ な い
。 少 な く と も 1つ の 実 施 例 で は 、 こ の 熱 伝 導 性 を 有 す る 材 料 は 金 属 で あ り 得 る 。  さ ら に 、
容 器 は 電 気 的 に あ る い は 高 周 波 加 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 あ る い は 、 上 述 の 容 器 加 熱 装 置 に 加 え て 、 ノ ズ ル へ の 導 管 お よ び (ま た は )ノ ズ ル そ れ ら
自 体 は 、 つ ま り を 防 ぎ し か も （ ま た は ） 、 適 用 さ れ る 処 理 材 料 の 熱 溶 融 能 力 を 増 加 さ せ る
た め に 、 加 熱 さ れ る か も し れ な い 。 さ ら に 、 除 雪 機 械 10は 、 機 械 が 雪 を 取 り 除 く 表 面 を 熱
す る た め の シ ス テ ム を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 除 雪 機 械 10は 、 処 理 材 料 が 適 用 さ れ る
エ リ ア の 表 面 を 予 め 熱 す る こ と に よ り 、 雪 /氷 の 融 解 を 助 け る た め に 、 華 氏 約 100～ 300度
の 間 の 温 度 に 上 げ ら れ た 放 射 加 熱 の 素 子 か 気 流 を 含 む こ と が で き る 。 勿 論 、 こ の 範 囲 の 外
側 の 温 度 を 用 い て も よ い 。 こ こ に 含 ま れ る 加 熱 材 料 の 例 で は 、 地 面 上 の 雪 お よ び /氷 の 温
度 の 上 に 配 さ れ る 材 料 (液 体 、 固 体 、 粉 末 、 ゲ ル お よ び そ の 他 同 種 の も の )を 積 極 的 に 熱 す
る こ と は 有 益 か も し れ な い 。 こ の 表 面 加 熱 は ま た 、 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 処 理 材
料 を 容 易 に 受 け 入 れ る か も し れ な い 表 面 を 増 加 さ せ そ の 活 性 化 時 間 を 増 加 さ せ る こ と に よ
り 、 処 理 材 料 の 防 氷 お よ び （ ま た は ） 凍 結 防 止 の 能 力 を 改 善 す る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 の 実 施 例 の う ち の ど れ に お い て も 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ポ リ マ ー あ る い は 複 合 材 料 か ら
作 ら れ た 管 の よ う な 流 体 の 流 量 管 150は 、 図 1お よ び 図 3に 示 す よ う に 、 容 器 130と そ れ ぞ れ
に 処 理 材 料 200を 配 す る 噴 霧 ノ ズ ル と の 間 に 伸 び て い る 。  流 通 管 150は 、 容 器 130の 第 1の
端 と 、 ノ ズ ル か 噴 霧 バ ー 145へ の 第 2の 端 で 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 3中 に 示 さ れ る よ う に 、 処 理 応 用 シ ス テ ム 100は ま た 、 扱 わ れ る エ リ ア に 適 用 さ れ る 処
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理 材 料 200の 量 を 制 御 す る た め の シ ス テ ム 300を 含 む 。 最 初 の 実 施 例 で は 、 制 御 シ ス テ ム 30
0は 、 チ ェ ッ ク バ ル ブ 310が 開 い て い る と き 、 容 器 130か ら 材 料 分 配 シ ス テ ム 110の ノ ズ ル ま
で 流 体 が 流 れ る こ と を 可 能 に す る た め に 、 電 気 的 あ る い は 機 械 的 に 操 作 す る こ と が 可 能 な
、 一 方 向 性 の チ ェ ッ ク バ ル ブ 310を 含 ん で い る か も し れ な い 。 バ ル ブ 310は 、 フ ラ ッ パ ー ・
バ ル ブ や カ モ ノ ハ シ ・ バ ル ブ を 含 む が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 、 任 意 の 知 ら れ た 一 方 向 性 の
チ ェ ッ ク バ ル ブ で あ り 得 る 。 こ の バ ル ブ 310は 、 流 通 管 150に 沿 っ た ど の 点 に で も 位 置 さ せ
る こ と が 可 能 で あ る 。 1実 施 例 で は 、 駆 動 系 が 解 放 さ れ る と き 、 除 雪 機 械 10の 駆 動 系 が 作
動 し 閉 じ ら れ る 場 合 は 常 に 、 自 動 的 に 開 く よ う に 、 バ ル ブ 310の 開 口 部 を セ ッ ト す る こ と
が 可 能 で あ る 。  駆 動 系 が 作 動 し て い る 間 、 操 作 者 が バ ル ブ 310を 閉 じ る こ と を 可 能 に す る
補 充 手 動 ス イ ッ チ を そ れ は 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 加 え て あ る い は 代 替 的 に 、 除 雪 機 械
10は 、 容 器 300か ら の 処 理 材 料 200の 流 れ る 量 を 制 御 す る た め に 、 ス イ ッ チ 318が 閉 じ ら れ
る と き 操 作 者 が 手 動 で バ ル ブ 310を 開 き 、 ス イ ッ チ 318が 開 か れ て い る と き バ ル ブ 310を 閉
じ る こ と を 可 能 に す る ス イ ッ チ 318を 含 ん で い て も よ い 。  ス イ ッ チ 318は 、 除 雪 機 械 10の
駆 動 系 の 操 作 と は 独 立 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 7中 に 示 さ れ る 別 の 実 施 例 で は 、 除 雪 機 械 10の 後 部 タ イ ヤ 8が 動 く 表 面 の 状 態 を 決 定 し
、 バ ル ブ 310の 開 閉 を 制 御 す る た め に セ ン サ 325が 用 い ら れ て も よ い 。 例 え ば 、 セ ン サ 325
は 、 副 筐 体 11が た っ た 今 通 過 し た 表 面 で タ イ ヤ 8の ど ち ら が ス リ ッ プ し て い る か 検 知 し 、
検 知 さ れ た ス リ ッ プ に 応 じ て バ ル ブ 310を 開 か せ る こ と が で き る 。 ホ イ ー ル が ス リ ッ プ し
て い る こ と を 検 知 す る 、 全 輪 駆 動 車 と 共 に 使 用 さ れ る も の の よ う な 従 来 の セ ン サ を 、 タ イ
ヤ 8が 表 面 を 把 持 し て い な い と き お よ び 処 理 材 料 200を 適 用 す る 必 要 が あ る と き を 検 知 す る
た め に 、 除 雪 機 械 10上 に 置 く こ と が で き る 。 あ る い は 、 セ ン サ 325は 、 副 筐 体 が 通 過 し た
表 面 上 の 雪 、 半 解 け 雪 お よ び （ ま た は ） 氷 の 形 成 の 結 果 と し て 、 少 な く と も タ イ ヤ 8の 一
方 が 持 ち 上 げ ら れ た こ と を 判 断 す る レ ベ ル 検 出 器 で あ り え る 。 「 タ イ ヤ 」 は 、 こ こ で 使 用
さ れ る よ う に 、 ト ラ ッ ク や 、 地 上 の 機 械 を 移 動 さ せ る た め に 使 わ れ る 他 の 地 面 把 持 部 材 含
む 総 括 的 な 語 句 で あ る 。 レ ベ ル 検 出 器 325は 、 き れ い に さ れ た エ リ ア 上 の 雪 、 お よ び （ ま
た は ） 氷 の 積 み 重 ね に よ り 、 他 の タ イ ヤ 8や 前 部 開 口 部 12に 対 す る 角 で タ イ ヤ 8の 少 な く と
も 1つ が そ れ て い る と き を 検 知 す る こ と が 可 能 で あ る 。 セ ン サ 325が 作 動 す る 角 度 は 、 約 5
～ 10度 程 度 あ る い は そ れ 以 上 の 所 定 の 角 度 で あ り 得 る 。 所 定 角 度 に 到 達 し た と レ ベ ル 検 出
器 が 判 断 す る と 、 バ ル ブ 310が 開 き 、 ノ ズ ル を 介 し て そ の 表 面 に 処 理 材 料 が 噴 霧 さ れ る だ
ろ う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 他 の 代 替 実 施 例 で は 、 機 械 10は 、 バ ル ブ 310を 開 き 、 ノ ズ ル に 接 続 さ れ 所 定 の 時 間 間 隔
で 処 理 材 料 200を ポ ン プ に 噴 霧 さ せ る 、 既 知 の 論 理 制 御 シ ス テ ム を 含 む 。 こ れ ら の 時 間 間
隔 は 、 各 ノ ズ ル の 噴 霧 領 域 の 大 き さ と 直 接 、 関 係 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 各 ノ ズ ル
の 噴 霧 領 域 が 大 き い ほ ど 、 各 噴 霧 の 時 間 間 隔 は 大 き く な る 。  各 噴 霧 の 時 間 間 隔 は 、 約 1秒
か ら 約 10秒 ま で で あ り 得 る 。 1実 施 例 で は 、 各 噴 霧 の 時 間 間 隔 が 約 2～ 6秒 の 間 に あ る 。 し
か し な が ら 、 上 述 の よ う に 、 実 際 の 時 間 間 隔 は 、 各 ノ ズ ル の 噴 霧 領 域 と 噴 霧 時 に 各 ノ ズ ル
が 作 動 す る 時 間 に 応 じ て 変 わ る だ ろ う 。 あ る い は 、 既 に 議 論 さ れ た よ う に 、 ホ イ ー ル ま た
は タ イ ヤ 8が 移 動 し て い る 間 、 ノ ズ ル は 連 続 的 に 噴 霧 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 線 150内 に 圧 力 を 生 成 す る た め に 、 図 3中 に 示 さ れ る よ う に 、 小 さ な ポ ン プ 370を 容 器 130
内 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。  約 1/200HPか ら 約 1/100HPの 範 囲 の 馬 力 を 有 す る 、 従 来 の
液 体 の 水 中 ポ ン プ を 用 い る こ と が で き る か も し れ な い 。  こ れ ら の ポ ン プ は 約 0.3～ 3.0gpm
の 間 の 流 速 を 提 供 す る 。 さ ら に 、 処 理 さ れ る エ リ ア 上 に 処 理 材 料 が 噴 霧 さ れ る 圧 力 お よ び
流 速 を 増 加 さ せ る た め に 、 小 さ な ポ ン プ も 噴 霧 ノ ズ ル 内 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 上 で
議 論 し た 、 流 速 を 与 え る 、 従 来 の 動 力 に よ る 噴 霧 ノ ズ ル を 使 用 す る こ と が で き る 。 1つ 以
上 の ポ ン プ の 強 さ を 制 御 す る こ と に よ り 、 廃 物 が 少 な く な る よ う に 、 ノ ズ ル の 噴 霧 領 域 お
よ び 処 理 材 料 の 流 速 を 制 御 す る こ と が で き る 。 別 の 実 施 例 で は 、 容 器 130の 外 に 空 気 ポ ン
プ の よ う な 既 知 の ポ ン プ (図 示 せ ず )を 置 く こ と が で き る か も し れ な い 。  起 動 さ れ た 時 、
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容 器 130内 の 圧 力 が バ ル ブ 310の 抵 抗 よ り 大 き く 、 液 体 の 処 理 材 料 200が 導 管 150を 通 り 、 空
気 ポ ン プ に よ っ て 作 ら れ た 圧 力 の 下 の ノ ズ ル に か け ら れ る よ う に 、 空 気 ポ ン プ は 容 器 130
内 の 圧 力 を 増 加 さ せ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 10中 に 示 さ れ た 別 の 実 施 例 で は 、 容 器 130内 の 流 体 圧 力 は 、 内 部 に 位 置 し た 仕 切 板 526
に 接 続 さ れ 手 動 で 操 作 さ れ る ハ ン ド ル 525を 有 す る 手 押 ポ ン プ 520を 用 い て 増 加 さ せ ら れ る
場 合 が あ る 。 一 実 施 例 で は 、 容 器 130の 一 部 と し て こ の ポ ン プ を 形 成 す る こ と が で き る か
も し れ な い 。 別 の 実 施 例 で は 、 液 体 導 入 開 口 部 の よ う な 、 容 器 130へ の 開 口 部 を 囲 む 、 協
同 す る ね じ あ る い は 他 の 既 知 の ロ ッ ク シ ス テ ム に そ れ を 付 け る こ と に よ り 、 容 器 130へ ポ
ン プ 520を 支 持 す る こ と が で き る か も し れ な い 。 運 転 中 、 容 器 130へ 空 気 を 導 入 し 、 か つ そ
れ に よ り 容 器 130内 の 気 圧 を 増 加 さ せ る た め に 、 操 作 者 は ハ ン ド ル 525お よ び ポ ン プ 520の
仕 切 板 526を 往 復 運 動 さ せ る だ ろ う 。 所 望 量 の 流 体 圧 力 が 容 器 130内 に で き る ま で 、 処 理 材
料 200の 十 分 な 流 速 を 与 え る た め に 、 ポ ン プ を こ ぐ こ と は 継 続 す る 。  容 器 内 に 生 じ た 圧 力
お よ び 生 じ る 流 速 は 、 扱 わ れ る エ リ ア 上 に 噴 霧 す る た め の ノ ズ ル を 通 っ て 処 理 材 料 200を
流 れ さ せ る だ ろ う 。  生 じ た 圧 力 は 、 約 0.2～ 1.0の 間 の 流 速 を 生 ぜ し め る た め に 、 約 20～
約 100プ サ イ の 大 き さ を 有 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 追 加 の 実 施 例 で は 、 エ ン ジ ン ・ マ ニ ホ ル ド か ら の 排 気 で 、 圧 力 が 容 器 310内 で 増 加 し 、
圧 力 レ ベ ル が 増 加 す る こ と が あ る 。  こ の 実 施 例 で は 、 エ ン ジ ン ・ マ ニ ホ ル ド か ら の 排 気
は 、 容 器 310内 の 圧 力 が エ ン ジ ン の 動 作 中 に 所 望 レ ベ ル に 増 加 す る よ う に 、 容 器 310あ る い
は 、 開 口 部 316を 通 っ て 容 器 310の 上 に 位 置 し た ブ ラ ダ ー 315(図 4)に 向 け ら れ る だ ろ う 。 容
器 310ま た は ブ ラ ダ ー 315は 、 容 器 310内 の 圧 力 が チ ェ ッ ク バ ル ブ 310に 打 ち 勝 つ 必 要 の あ る
レ ベ ル あ る い は そ の 上 で あ る と 、 あ る い は 特 定 の 噴 霧 領 域 お よ び 流 速 を 達 成 す る た め に 必
要 と さ れ る 所 望 量 を 与 え る た め に 必 要 と さ れ る レ ベ ル に あ る と 、 排 出 す る 安 全 バ ル ブ を 含
む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 に 他 の 実 施 例 で は 、 重 力 は ノ ズ ル に 流 体 を 配 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の
実 施 例 で は 、 ノ ズ ル に 関 連 し た 上 述 の ポ ン プ は 、 所 定 の 流 速 で し か も 所 定 噴 霧 領 域 中 で 流
体 を 分 配 す る だ ろ う 。 さ ら に 、 ノ ズ ル は 液 体 ポ ン プ の 制 約 を 受 け な い か も し れ な い 。 そ の
よ う な 実 施 例 で は 、 重 力 は ノ ズ ル か ら 扱 わ れ る 表 面 に 処 理 材 料 を 伝 え る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 11-19中 に 示 さ れ る よ う に 、 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム の 他 の 実 施 例 で は 、 雪 が 取 り 除 か
れ た エ リ ア に 粒 状 の 表 面 処 理 材 料 を 適 用 す る 。 図 11中 に 示 さ れ る よ う に 、 表 面 処 理 応 用 シ
ス テ ム 600は 、 扱 わ れ る エ リ ア に 粒 状 の 表 面 処 理 材 料 700を 適 用 す る 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 61
0を 含 む 。  処 理 材 料 700が 供 給 さ れ る エ リ ア の 大 き さ は 、 除 雪 機 械 10に よ っ て 得 ら れ た 通
路 の 大 き さ に 応 じ て 変 わ る だ ろ う 。  図 12を 参 照 し て 、 実 例 と な る エ リ ア は 、 操 作 者 の 前
で 、 除 雪 機 械 10の 後 ろ に 伸 び る 領 域 を 含 ん で お り 、 少 な く と も 実 質 的 に 側 壁 13,14の 間 で
、 あ る い は 側 壁 13,14の 一 方 の 横 約 12イ ン チ ま で の 約 1イ ン チ の 間 の 点 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 11お よ び 図 12中 に 示 さ れ る よ う に 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 610は 筐 体 20の 後 ろ に 位 置 す る
こ と が で き る 。 上 記 実 施 例 と 同 様 に 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 610は 、 筐 体 20の 後 部 垂 直 壁 117、
あ る い は 垂 直 側 壁 116の 1つ 以 上 へ 支 持 さ れ る 。  あ る い は 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 610は 筐 体 20
内 に 支 持 さ れ る 。 上 記 位 置 の う ち の ど れ で も 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 610は 、 筐 体 20に 着 脱 可
能 に あ る い は 永 久 に 支 持 さ れ る か 後 で 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 代 替 実 施 例 で は 、 材 料 分 配 シ ス テ ム 610は 、 筐 体 20の 周 囲 の 異 な る 場 所 に 位 置 し た 、 多
種 多 様 な 分 配 シ ス テ ム 610を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 垂 直 壁 117の 第 1の 後 部 側 端 部 119
上 で 1つ の サ ブ シ ス テ ム を 支 持 す る こ と が で き る か も し れ な い し 、 垂 直 の 壁 117の 他 の 後 部
側 端 部 119上 で 別 の サ ブ シ ス テ ム を 支 持 す る こ と が で き る か も し れ な い 。 除 雪 機 械 10に よ
っ て き れ い に さ れ た エ リ ア 一 帯 に 処 理 材 料 700を ば ら 撒 か れ る こ と を で き る よ う に 、 筐 体 2
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0上 の ど こ に で も １ つ 以 上 の 材 料 分 配 シ ス テ ム 610を 置 い て も よ い こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 材 料 分 配 シ ス テ ム 610は 、 除 雪 機 械 10に よ っ て 雪 が 取 り 除 か れ た エ リ ア に 処 理 材 料 700を
撒 く 、 1つ 以 上 の ば ら 撒 き 部 材 640を 含 む こ と が で き る 。 1つ の 実 施 例 で は 、 材 料 分 配 シ ス
テ ム 610は 、 処 理 材 料 700を 受 け 取 り 保 持 す る た め に 開 口 内 部 131を 有 す る ホ ッ パ 630を 含 む
。  材 料 分 配 シ ス テ ム 610は ま た 、 扱 わ れ る エ リ ア 一 帯 に 処 理 材 料 700を ば ら 撒 く た め に 、
ホ ッ パ 630に 効 果 的 に 関 連 付 け ら れ た 、 少 な く と も 1つ の ば ら 撒 き 部 材 240を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ホ ッ パ 630は 、 処 理 材 料 700を 保 持 す る た め に 、 容 量 に 応 じ て 大 き さ を 決 め る こ と が で き
る 。 ホ ッ パ 630の 容 量 は 、 除 雪 機 械 10の 全 体 の 大 き さ が 変 わ る と 、 変 え る こ と が で き る 。
例 え ば 、 18イ ン チ の 広 い 開 口 部 12を 有 す る 除 雪 機 械 10の ホ ッ パ 630は 、 32イ ン チ の 広 い 開
口 部 12を 有 す る 除 雪 機 械 10の ホ ッ パ 630と 同 じ か 小 さ く す る こ と が で き る か も し れ な い 。
実 施 例 で は 、 ホ ッ パ 630は 、 処 理 材 料 700を 約 1ポ ン ド か ら 約 １ ０ ポ ン ド を 保 持 す る 容 量 を
有 す る こ と が で き る 。 １ 実 施 例 で は 、 ホ ッ パ 630は 2～ 5ポ ン ド の 処 理 材 料 700を 運 ぶ こ と が
可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 ホ ッ パ 630は 、 顧 客 の 必 要 、 顧 客 の 必 要 、 除 雪 機 械 10の 大 き
さ 、 お よ び 除 雪 機 械 10の 後 ろ で 処 理 さ れ る エ リ ア に 応 じ て 、 処 理 材 料 700の 保 持 量 を 大 き
く し た り 小 さ く し た り す る こ と が で き る 。 ホ ッ パ 630は 、 品 質 を 下 げ ず に 、 処 理 材 料 700を
保 持 で き る 既 知 の 材 料 か ら 作 る こ と が で き る 。  例 え ば 、 ホ ッ パ 630は 、 金 属 、 プ ラ ス チ ッ
ク 、 ポ リ マ ー あ る い は 他 の 適 切 な 材 料 か ら 作 ら れ る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ホ ッ パ 630は 、 ば ら 撒 き 部 材 640に 粒 状 材 料 を 向 け る す べ て の 既 知 の 形 状 を 有 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 ホ ッ パ 630は 各 々 異 な る 形 状 と 共 に 、 複 数 の セ ク シ ョ ン を 含 め る こ と が
で き る 。 例 え ば 、 図 13中 に 示 さ れ る よ う に 、 ホ ッ パ 630は 、 1対 の 実 質 的 に 垂 直 の 上 部 側 壁
162を 有 す る 実 質 的 に 長 方 形 の 上 部 部 材 161を 含 め る こ と が で き る 。 ホ ッ パ 630は ま た 、 ホ
ッ パ 630の 実 質 的 に V字 形 の 部 分 を 形 成 す る 、 よ り 低 い 側 壁 164を 実 質 的 に 集 め る １ 対 を 有
す る 、 よ り 低 い 三 角 形 の 部 分 163を 含 め る こ と が で き る 。 ほ っ ぱ 630の よ り 低 い Ｖ 字 形 の 部
分 163は 、 処 理 材 料 700が ホ ッ パ 630か ら 配 さ れ る と 、 2つ の 側 壁 164の 頂 点 の 方 向 に ホ ッ パ 6
30内 の 処 理 材 料 700を 向 け る 。 図 14中 に 示 さ れ た 代 替 実 施 例 で は 、 処 理 材 料 700を 保 持 す る
た め に 実 質 的 に V字 形 の 容 器 を 形 成 す る た め に 、 ホ ッ パ 630の 側 壁 172は そ れ ら の 上 部 の 表
面 か ら 互 い の 方 へ 集 中 す る 。 し か し な が ら 、 上 で 議 論 さ れ た よ う に 、 ホ ッ パ 630は 上 述 の
形 状 だ け に 限 定 さ れ な い 。 本 当 は ホ ッ パ は 、 ば ら 撒 き 部 材 640に 処 理 材 料 700を 配 す る た め
に 、 ホ ッ パ 630の 最 も 低 い 点 に あ る 吐 出 口 166の 方 向 に 処 理 材 料 を 向 け る す べ て の 既 知 の 形
状 を 有 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 13中 に 示 さ れ る よ う に 、 ば ら 撒 き 部 材 640は 、 ホ ッ パ 630の 外 側 で 吐 出 口 166に 近 く で
隣 接 す る 場 所 に 位 置 す る 。 ば ら 撒 き 部 材 640は 、 上 部 表 面 242と 多 く の 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ
た リ ブ 244を 備 え た 回 転 可 能 な プ レ ー ト 240を 含 ん で い る 。 プ レ ー ト 240の の 回 転 軸 246は 、
ホ ッ パ 630の 高 さ と 実 質 的 に 平 行 に 延 び る よ う に 、 垂 直 方 向 に 向 け ら れ る 。 プ レ ー ト 240は
、 吐 出 口 166を 出 る 任 意 の 処 理 材 料 700を 受 け 取 る た め に 吐 出 口 166に 合 わ せ ら れ る 。 図 13
お よ び 図 14の 中 で 示 さ れ る よ う に 、 リ ブ 244は 、 半 径 方 向 に プ レ ー ト 240の 中 央 部 か ら 離 れ
、 プ レ ー ト 240の 上 部 の 表 面 242か ら 垂 直 に 離 れ て 延 び て い る 。 さ ら に 、 リ ブ 244は 、 扱 わ
れ る エ リ ア の 所 定 部 分 を 越 え て 処 理 材 料 700を ば ら 撒 く よ う に 、 プ レ ー ト 240の 回 転 運 動 と
協 働 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 19中 に 示 さ れ た 代 替 実 施 例 で は 、 ば ら 撒 き 部 材 640は 、 吐 出 口 166の 内 部 表 面 に 近 似 で
隣 接 し て い る ホ ッ パ 630内 に 少 な く と も 部 分 的 に 位 置 し て い る 。  ば ら 撒 き 部 材 640は 、 シ
リ ン ダ 260の 縦 軸 と 実 質 的 に 平 行 な 方 向 に シ リ ン ダ 260の 長 さ に 沿 っ て 、 し か も シ リ ン ダ 26
0の 外 部 表 面 か ら 半 径 方 向 に 外 へ 伸 び る 多 く の リ ブ 263を 有 す る 回 転 可 能 な シ リ ン ダ 260を
含 ん で い る か も し れ な い 。  各 リ ブ 263は 、 シ リ ン ダ 260の 周 囲 に 沿 っ て 隣 接 し た リ ブ 263か
ら 、 あ る 角 度 を な し て 置 か れ て い る 。  リ ブ は 、 所 定 エ リ ア 一 帯 に 処 理 材 料 を ば ら 撒 く よ
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う に 、 シ リ ン ダ 260と 協 働 す る 。  シ リ ン ダ 260の 回 転 軸 は 、 除 雪 機 械 10の 側 壁 13、 14間 の
方 向 、 あ る い は 除 雪 機 械 10の 前 部 と 後 部 の 間 の 方 向 に 伸 び る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 実 施 例 の い ず れ か で は 、 ば ら 撒 き 部 材 640は 手 動 で あ る い は 自 動 的 に 、 あ る い は 両
方 で 、 回 転 す る こ と が で き る 。  第 1の 実 施 例 で は 、 操 作 者 が 関 連 す る ク ラ ン ク を 回 転 さ せ
る と 、 ば ら 撒 き 部 材 640は 手 動 で 回 転 す る 。  代 替 実 施 例 で は 、 動 力 が 供 給 さ れ た モ ー タ は
、 単 一 の 所 定 回 転 速 度 で 、 あ る い は 複 数 の プ リ セ ッ ト さ れ た 回 転 速 度 の う ち の 1つ で ば ら
撒 き 部 材 640を 、 自 動 的 に 回 転 す る 。 図 11お よ び 図 18中 に 示 さ れ る よ う に 、 モ ー タ 147は 、
ば ら 撒 き 部 材 640を 回 転 さ せ る た め に 単 に 作 動 す る 専 用 モ ー タ で あ る 。 そ の よ う な 実 施 例
で は 、 モ ー タ 147は 、 除 雪 機 械 10の モ ー タ が 作 動 し て い る か 、 除 雪 機 械 10が 専 用 モ ー タ 147
を 選 択 的 に 起 動 し 停 止 す る た め に ス イ ッ チ を 含 む こ と が で き る 場 合 は 常 に 、 作 動 す る た め
に セ ッ ト す る こ と が で き る 。 モ ー タ 147は 、 使 用 さ れ る モ ー タ の タ イ プ に 依 存 し て 、 電 池
、 電 気 あ る い は ガ ス で 動 力 が 供 給 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 あ る い は 、 ペ ア か ギ ア か 、 プ ー リ 、 と 協 働 す る ベ ル ト は 、 除 雪 機 械 の モ ー タ 40の 出 力 軸
に ば ら 撒 き 部 材 640を 効 果 的 に 連 結 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 除 雪 機 械 10の モ ー タ 40
が 作 動 す る と き 、 ば ら 撒 き 部 材 640は 回 転 す る だ ろ う 。 ク ラ ッ チ か ス イ ッ チ は 、 ば ら 撒 き
部 材 640の 回 転 を 選 択 的 に 活 性 化 ま た は 非 活 性 化 す る こ と を 含 む こ と が で き る 。  別 の 実 施
例 で 、 エ ン ジ ン 40か ら の 排 気 は 、 ば ら 撒 き 部 材 640に 効 果 的 に 接 続 さ れ 、 ば ら 撒 き 部 材 640
を そ れ 自 身 の 動 き に 応 じ て 回 転 さ せ る 、 羽 根 車 の よ う な 、 回 転 可 能 部 材 上 を 通 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 実 施 例 の う ち の ど れ で も 、 処 理 材 料 700が 、 除 雪 機 械 10の 後 ろ に 清 潔 に な っ た エ リ
ア を カ バ ー す る よ う に 回 転 す る と き 、 ば ら 撒 き 部 材 640は 処 理 材 料 700を 分 配 す る 。 ば ら 撒
き 部 材 640は 、 除 雪 機 械 10、 乗 物 プ シ ン グ 90あ る い は 操 作 者 の 足 の 上 に 処 理 材 料 700を ま く
こ と は 意 図 さ れ て い な い 。 あ る い は 、 防 氷 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 の 材 料 を 分 配 す る の を
助 け る た め に 、 ば ら 撒 き 部 材 640は 、 噴 射 式 除 雪 機 上 で の 散 布 （ こ こ で 散 布 と は 、 地 面 に
処 理 材 料 を 向 け る こ と で あ る )に 処 理 材 料 700を 向 け る こ と で あ る 。 こ の 転 換 さ れ た 処 理 材
料 700は 、 ば ら 撒 き 部 材 640(あ る い は 液 体 か ゲ ル ・ タ イ プ 材 料 に 関 す る ノ ズ ル )が 、 詰 ま ら
せ ら れ る か 無 効 に な る よ う に な る の を 防 ぐ 利 点 を 有 す る か も し れ な い 。  処 理 材 料 700用 の
分 配 エ リ ア の 大 き さ は 、 除 雪 機 械 10が 通 過 し た 後 、 そ の エ リ ア に 残 る 氷 お よ び （ ま た は ）
半 解 け 雪 の 量 、 除 雪 機 械 10の 隣 接 し た 通 路 間 の 処 理 材 料 700の た め の 望 み の オ ー バ ラ ッ プ
量 、 ば ら 撒 き 部 材 640が 回 転 す る 速 度 、 お よ び (ま た は )吐 出 口 166の 大 き さ 、 に 依 存 し て 変
わ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ホ ッ パ 630の 吐 出 口 166の 大 き さ は 、 ホ ッ パ 630か ら 放 出 さ れ た 処 理 材 料 700の 量 を 変 え る
た め に 、 調 節 す る こ と が で き る 。  吐 出 口 166の 大 き さ が 大 き く な る と 、 ホ ッ パ 630か ら 放
出 さ れ る 処 理 材 料 700の 量 は 増 加 す る だ ろ う 。 同 様 に 、 吐 出 口 166の 大 き さ が 小 さ く な る と
、 放 出 さ れ る 処 理 材 料 700の 量 は 少 な く な る だ ろ う 。 １ つ の パ ネ ル 168あ る い は 複 数 の パ ネ
ル (図 示 せ ず )は 、 吐 出 口 166の 大 き さ を 調 節 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 パ ネ ル 168
は 、 ケ ー ブ ル の 第 1の 端 へ 支 持 す る こ と が で き る 。 操 作 者 が 対 応 す る ダ イ ヤ ル を 回 転 さ せ
る と き 、 ケ ー ブ ル の 第 2の 端 は 、 手 動 で 制 御 さ れ 回 転 す る プ ー リ に 支 持 す る こ と が で き る
。 ダ イ ヤ ル が 回 転 す る 方 向 に 依 存 し て 、 吐 出 口 166の 大 き さ は 大 き く な る か 小 さ く な る だ
ろ う 。 あ る い は 、 操 作 者 に よ っ て 提 供 さ れ る デ ー タ に 応 じ て 、 吐 出 口 166の 大 き さ を 変 え
る た め に 、 論 理 回 路 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。  例 え ば 、 吐 出 口 166に 関 す る パ ネ ル 168
の 位 置 は 、 除 雪 機 械 10の 操 作 者 に よ っ て 論 理 回 路 の 制 御 装 置 に 入 力 さ れ る 流 速 に 応 じ て 、
吐 出 口 166の 大 き さ を 大 き く し あ る い は 小 さ く す る た め に 、 自 動 的 に 変 え る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 実 施 例 で は 、 駆 動 系 が 解 放 さ れ る と き 、 除 雪 機 械 10の 駆 動 系 が 起 動 さ れ 閉 じ ら れ る 場
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合 は 常 に 、 そ れ が 自 動 的 に 開 く よ う に 、 吐 出 し ポ ー ト 166の 開 口 部 を セ ッ ト す る こ と が で
き る 。 駆 動 系 が 駆 動 さ れ て い る と き 、 操 作 者 が 吐 出 口 166を 閉 じ る こ と を 可 能 に す る 補 充
手 動 ス イ ッ チ を も 含 む こ と が で き る か も し れ な い 。 同 様 に 、 図 18中 に 示 さ れ る よ う に 、 除
雪 機 械 10は 、 除 雪 機 械 10が 作 動 し な い と き 、 操 作 者 が 手 で パ ネ ル 168を 開 き 、 パ ネ ル 168を
閉 じ る こ と を 可 能 に す る ス イ ッ チ 318を 含 む こ と が で き る 。 ス イ ッ チ 318は 、 除 雪 機 械 10の
駆 動 系 の 操 作 と は 独 立 し て い る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 17中 に 示 さ れ る よ う に 、 そ し て 図 7に 似 て 、 セ ン サ 325は 除 雪 機 械 10の 後 部 タ イ ヤ 8が
動 く 表 面 の 状 態 を 決 定 し 、 パ ネ ル 168の 開 閉 を 制 御 す る た め に 用 い る こ と が で き る 。 上 述
の よ う に 、 セ ン サ 325は 、 副 筐 体 11が た っ た 今 通 過 し た 表 面 の 上 で タ イ ヤ 8の ど ち ら が ス リ
ッ プ し て い る か を 判 断 し 、 検 知 し た ス リ ッ プ に 応 じ て モ ー タ 327を 作 動 さ せ 順 番 に パ ネ ル 1
68を 開 か せ る こ と が で き る 。 操 作 者 は 、 検 知 さ れ た 状 態 に 応 じ て 、 吐 出 口 166の 大 き さ を
プ リ セ ッ ト す る か 、 あ る い は セ ン サ 325に よ り 制 御 す る こ と が で き る 。 上 記 の 実 施 例 と 同
様 に 、 セ ン サ 325は 、 パ ネ ル 168の 開 閉 を 制 御 し て ば ら 撒 き 部 材 640に 配 さ れ る 処 理 材 料 を
制 御 す る 役 目 を す る レ ベ ル 検 出 器 を 含 む 、 任 意 の 従 来 の セ ン サ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 17中 に 示 さ れ る よ う に 、 ホ ッ パ 630は 、 オ ー ガ の よ う に 、 処 理 材 料 700を 撹 拌 す る た め
に 、 ホ ッ パ 630の 内 室 131内 に 伸 び る 回 転 可 能 な 部 材 180を 含 む こ と が で き る 。 回 転 す る 部
材 180の 外 表 面 は 、 処 理 材 料 700が 吐 出 口 166に 向 け ら れ る よ う に 、 入 れ ら れ た 処 理 材 料 700
を 取 っ て 撹 拌 す る た め の 、 縦 方 向 に 伸 び る 刃 あ る い は 円 形 状 の 刃 の よ う な 、 多 く の 部 材 18
2を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 回 転 可 能 な 部 材 180は 、 ク ラ ン ク に よ っ て 手 動 で 回 転 さ れ 、 部 材 180に リ ン ク さ れ た モ ー
タ (図 示 せ ず )が 起 動 さ れ る と き 自 動 的 に 回 転 す る こ と が で き る 。 モ ー タ は 、 除 雪 機 械 10の
モ ー タ 40と は 独 立 の 専 用 モ ー タ で あ り 得 る 。 あ る い は 、 回 転 可 能 部 材 180は 、 ベ ル ト 、 チ
ェ ー ン あ る い は 、 除 雪 機 械 10の モ ー タ 40の 出 力 軸 に 効 果 的 に 付 け ら れ た 他 の 既 知 の 駆 動 系
に よ っ て 回 転 す る こ と が で き る 。  撹 拌 部 材 180が 回 転 す る と き 、 処 理 材 料 700を 分 離 し て
お き 、 開 口 部 166の 方 向 に そ れ を 移 動 さ せ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 撹 拌 部 材 180は 、 入 れ ら れ た 処 理 材 料 700を 熱 す る た め の 加 熱 コ イ ル を 含 む こ と が で き る
。 あ る い は 、 撹 拌 部 材 180は 、 処 理 材 料 700を 暖 め る た め に モ ー タ か ら 排 気 が ホ ッ パ 630の
内 部 に 導 か れ る 開 口 部 を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 ホ ッ パ 630内 の 処 理 材 料 700は 電 気 的
に あ る い は 高 周 波 加 熱 を 用 い て 熱 せ ら れ る か も し れ な い 。 上 記 実 施 例 の う ち の ど れ で も 、
処 理 材 料 700は 、 そ の 効 率 を 増 加 さ せ る 任 意 の 温 度 で 維 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば
、 処 理 材 料 は 、 ホ ッ パ 13内 に 含 ま れ る 処 理 材 料 に 依 存 し て 、 お よ そ 華 氏 20～ 700度 の 間 の
温 度 で 保 持 す る こ と が で き る 。 ホ ッ パ 630内 に 達 成 さ れ た 温 度 は 、 用 い ら れ る 特 定 の 処 理
材 料 700お よ び そ の 処 理 材 料 700の 揮 発 性 に 依 存 す る 。 例 え ば 、 よ り 揮 発 性 の 高 い 処 理 材 料
700の 温 度 範 囲 は 、 お よ そ 華 氏 20～ 90度 の 間 に あ る か も し れ な い 。 あ る い は 、 い く つ か の
処 理 材 料 は 、 も し 華 氏 90度 あ る い は そ れ を 越 え る 温 度 で 維 持 さ れ れ ば 、 最 も 良 く 働 く か も
し れ な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に 、 除 雪 機 械 10は 、 機 械 が 雪 を 取 り 除 く 表 面 を 熱 す る た め に シ ス テ ム を 含 む こ と が
で き る 。 例 え ば 、 除 雪 機 械 10は 、 処 理 材 料 が 適 用 さ れ る エ リ ア の 表 面 を 予 め 熱 す る こ と に
よ り 、 雪 か 氷 の 融 解 を 助 け る た め に 、 お よ そ 華 氏 300～ 600度 の 温 度 範 囲 に 上 げ ら れ た 放 射
加 熱 エ レ メ ン ト か 気 流 を 含 む こ と が で き た 。  表 面 の こ の 加 熱 は ま た 、 防 氷 剤 お よ び (ま た
は )凍 結 防 止 処 理 材 料 に よ る 処 理 を 容 易 に 受 け 入 れ そ の 活 性 化 時 間 を 増 加 さ せ る 表 面 を 作
る こ と に よ り 、 処 理 材 料 700の 防 氷 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 の 能 力 を 改 善 す る か も し れ な
い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 更 に 他 の 実 施 例 で は 、 防 氷 す る か ま た は 凍 結 防 止 の 材 料 、 材 料 を 流 通 さ せ る 機 構 、 お よ
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び 材 料 流 通 機 構 を 制 御 す る 制 御 シ ス テ ム を 保 持 す る 容 器 か 小 缶 も 、 噴 射 式 除 雪 機 と は 別 に
売 ら れ て も よ い 。  例 え ば 、 防 氷 ま た は 凍 結 防 止 の シ ス テ ム は 、 既 存 の 噴 射 式 除 雪 機 の 後
付 け の も の と し て 売 ら れ る か も し れ な い 。 従 っ て 、 購 入 者 は 、 防 氷 ま た は 凍 結 防 止 の シ ス
テ ム を 備 え た 噴 射 式 除 雪 機 を 購 入 す る と き 組 み 込 ま れ る オ プ シ ョ ン 、 お よ び 防 氷 ま た は 凍
結 防 止 の シ ス テ ム を 別 々 に 購 入 し 、 噴 射 式 除 雪 機 に そ れ を 付 け る オ プ シ ョ ン と し て 供 給 さ
れ る か も し れ な い 。  既 に 噴 射 式 除 雪 機 を 購 入 し て い た 各 個 人 や 団 体 に と っ て 、 防 氷 ま た
は 凍 結 防 止 の シ ス テ ム だ け を 得 る こ と は 、 噴 射 式 除 雪 機 お よ び 防 氷 ま た は 凍 結 防 止 の シ ス
テ ム の 組 み 合 せ を 購 入 す る よ り 、 コ ス ト 効 率 が 良 い か も し れ な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で は 実 施 例 に 適 用 す る よ う に 本 発 明 の 基 本 的 な 新 規 の 機 構 を 図 示 し 説 明 し 指 摘 し た
が 、 そ れ は 、 図 示 さ れ た デ バ イ ス の 形 状 詳 細 の 様 々 な 記 載 省 略 お よ び 置 き 換 え や 変 化 、 そ
の 動 作 は 、 こ こ で 広 く 開 示 さ れ て い る よ う に 本 発 明 の 制 振 と 視 点 か ら 離 れ ず に 、 当 業 者 に
よ り 作 ら れ る こ と が 理 解 さ れ る だ ろ う 。  例 え ば 、 処 理 材 料 容 器 130は ま た 、 排 雪 シ ュ ー ト
23お よ び (ま た は )回 転 可 能 な 部 材 16に 、 防 氷 剤 お よ び (ま た は )凍 結 防 止 材 料 を 供 給 す る 導
管 を 含 む こ と が で き る 。  さ ら に 、 上 述 さ れ た 表 面 処 理 応 用 シ ス テ ム の 実 施 例 は 液 体 と 固
体 の 表 面 処 理 材 料 を 用 い る シ ス テ ム を 提 供 す る た め に 組 み 合 わ せ ら れ る か も し れ な い 。 さ
ら に 、 上 述 の 実 施 例 は 当 業 者 に よ り 従 来 の 除 雪 機 械 10に 後 で 付 け ら れ あ る い は 適 応 さ れ る
こ と が 理 解 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 表 面 処 理 材 料 を 適 用 し た シ ス テ ム を 含 む 本 発 明 の 観 点 に よ る 除 雪 機 械 を 示 す ;
【 図 ２ 】 本 発 明 の 観 点 に よ る 除 雪 機 械 の 正 面 の 斜 視 図 で あ る ;
【 図 ３ 】 異 な る 流 量 制 御 シ ス テ ム を 有 す る 、 本 発 明 の 観 点 に よ る 他 の 処 理 材 料 応 用 シ ス テ
ム を 示 す ;
【 図 ４ 】 異 な る 流 量 制 御 シ ス テ ム を 有 す る 、 本 発 明 の 観 点 に よ る 他 の 処 理 材 料 応 用 シ ス テ
ム を 示 す ;
【 図 ５ 】 機 械 筐 体 の 後 ろ に 位 置 し た 乗 物 に よ っ て 推 進 さ れ る 、 本 発 明 の 観 点 に よ る 除 雪 機
械 を 示 す ;
【 図 ６ 】 図 5の 除 雪 機 械 を 示 す ;
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 、 流 動 性 の 制 御 シ ス テ ム を 有 す る 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム を
示 す ;
【 図 ８ 】 本 発 明 の 観 点 に よ る 、 処 理 材 料 を 加 熱 す る シ ス テ ム を 含 む 除 雪 機 械 の 他 の 実 施 例
を 示 す ;
【 図 ９ 】 本 発 明 の 観 点 に し た が っ て 、 処 理 材 料 を 熱 す る た め の シ ス テ ム を 含 む 除 雪 機 械 の
他 の 実 施 例 を 示 す ;
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 観 点 に し た が っ て 、 処 理 材 料 容 器 内 の 流 体 圧 力 を 増 加 さ せ る た め の シ
ス テ ム の 他 の 実 施 例 を 示 す ;
【 図 １ １ 】 表 面 処 理 材 料 の 適 用 の た め の 他 の シ ス テ ム を 含 む 、 本 発 明 に よ る 除 雪 機 械 を 示
す ;
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 、 除 雪 機 械 の 正 面 の 斜 視 図 で あ る ;
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に よ る 、 代 替 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム の 略 図 で あ る ;
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に よ る 、 代 替 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム の 略 図 で あ る ;
【 図 １ ５ 】 機 械 筐 体 の 後 ろ に 位 置 し た 乗 物 に よ っ て 推 進 さ れ る 、 本 発 明 に よ る 除 雪 機 械 を
示 す ;
【 図 １ ６ 】 図 15の 除 雪 機 械 を 示 す ;
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 、 処 理 材 料 の 吐 き 出 し 口 を 調 節 す る た め に モ ー タ ー 制
御 シ ス テ ム を 有 す る 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム を 示 す ;
【 図 １ ８ 】 表 面 処 理 材 料 の 適 用 の た め の シ ス テ ム の 他 の 実 施 例 を 含 む 、 本 発 明 に よ る 除 雪
機 械 を 示 す ;そ し て
【 図 １ ９ 】 図 18に 示 さ れ た 処 理 材 料 応 用 シ ス テ ム の 他 の 実 施 例 の 概 略 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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